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   A 41-year-old male patient was admitted to Maebashi Red Cross Hospital with a complaint of 
a left flank mass. Left renal tumor and contralateral adrenal mass were revealed by ultrasono-
graphy, computed tomography and magnetic resonance imaging. Endocrinological examinations 
were unremarkable. Left nephrectomy and right adrenalectomy were performed simultaneously. 
Histological findings of the left renal tumor comfirmed clear cell carcinoma, and those of the 
right adrenal tumor revealed myelolipoma with mature adipose tissue and hematopoietic elements. 
                                                    (Acta  Urol. Jpn. 39: 29-32,1993) 


















触 知 した が,そ の他 の理 学 的 所見 に異 常 を 認 め な か っ
た.
入 院時 検 査 所 見=血 沈1時 間 値7mm,2時 間値17
mm,CRP(一),血 液 一 般,生 化 学 検 査 に 異 常 な し.




常 範 囲 内 で あ った.
画像 診 断:超 音波 検査 に て 左腎 中 下 極 に 内 部echo
の不 均 一 な長 径11cmの 腫 瘤 を,ま た右 腎上 部 に は
長 径6cmの や や 不 均 一 なhypercchoicmassを認 め
た.腹 部CTで は左 腎 お よび右 副腎 部 に 境 界 明 瞭 で,
不 均 一 なdensityを示 す腫 瘤 を認 めた(Fig.1).腹
部 血 管造 影 で は 左 腎 に腫 瘍 血 管 の 増 生,腫 瘍 濃 染 像 を
認 め た が,右 副 腎 部 に腫 瘍 血 管 は み られ なか った.腹
部MRIで は 左 腎 腫 瘤 は著 し く不 均 一 なintensityを
示 した.ま た 右 副 腎部 の腫 瘤 は 腎 と同程 度 のintensity
を 示 す 領 域 と,一 部 に 脂 肪組 織 と 同程 度 のintensity
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を 呈す 領域 が 混 在 し,左 腎 腫 瘤 と同 様不 均 一に 描 出 さ

































































本症の発生起 源に関しては胎 生期の造血組 織の遺
残,骨髄細胞の塞栓,副 腎皮質細胞の化性などが考え
松本,ほ か:副腎骨髄脂肪腫 ・腎癌
られ て い るが,現 在 の と ころ 化性 説 が有 力 と され る.
Plaut4)は長 期 間 にわ た る内 分 泌学 的 異 常 に よる刺 激
が副 腎 皮 質細 胞 のmetaplasiaを誘 発す る ので は な い
か と述 べ て お り,Selyeら5)はstressからのcorti-
cotropin過剰 産 生 に よ る刺 激 がmetaplasiaを形 成
す る可 能 性 を 示 唆 して い る.ま たOlssonら2)は 肥
満,高 血 圧,悪 性腫 瘍 な ど に よ る組 織 壊 死 がmeta-
plasiaの誘 因 に な りうる と して い る.い ず れ に して
も現 在 の と ころ 定説 は な く,明 らか な病 因 は 不 明 で あ
る,
自験 例 に お い て 臨 床 的 に特 異 な の は,骨 髄 脂 肪腫 が
対側 に腎 癌 に 合 併 し,か つ 画 像 上 典 型像 を示 さな か っ
た点 で あ る.
骨髄 脂 肪 腫 の画 像 上 の特 徴 は腫 瘍 内の 脂 肪成 分 に よ
る と ころが 大 き く,US上 は均 一 なhyperechoicmass
と して描 出 され,CTで はfattydensityを示 し,
MRIで は 後腹 膜 脂 肪組 織 と 同 程 度 のhighsignal
intensityを呈 す 腫 瘤 と して 描 出 され る.典 型 像 を示
す場 合,診 断 は 比 較 的 容易 で あ るが,こ れ らの 所 見 は
腫瘍 内 の 出血,壊 死,石 灰化 な どに よ り修 飾 され,と
くに骨 髄 様 組 織 が優 位 を 占 め る場 合 は脂 肪 組 織 の 画 像
上 の特 微が 失 わ れ る た め に 診 断 が 困 難 とな る.Mu-
santeら6)によれ ば 骨 髄 様 組織 が主 な もの は,MRI
に て脂 肪組 織 と ま った く異 な る10wsignalintensity
を,ま たCTで はnon-fattydensityを呈す るhe-
terogeneousmassとして 描 出 され る こ とが あ り,こ
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